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規

則

東
京
都
漁
業
近
代
化
資
金
利
子
補
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
三
百
十
一
号

東
京
都
漁
業
近
代
化
資
金
利
子
補
給
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

東
京
都
漁
業
近
代
化
資
金
利
子
補
給
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
東
京

都
規
則
第
百
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
三
の
項
中
「
養
殖
用
え
さ
薬
剤
施
用
機
具
」
を
「
養
殖
用
肥

料
薬
剤
施
用
機
具
」
に
改
め
、
同
表
四
の
項
中
「
第
六
条
第
三
項
」

を
「
第
六
十
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
表
八
の
項
㈠
中
「
水
産
業
強

化
対
策
事
業
計
画
」
を
「
水
産
業
強
化
支
援
事
業
計
画
」
に
改
め
、

「
、
産
地
水
産
業
強
化
計
画
の
実
現
を
図
る
た
め
の
施
設
整
備
支
援

事
業
を
実
施
す
る
場
合
に
市
町
村
が
策
定
す
る
計
画
（
以
下
「
施
設

整
備
支
援
事
業
実
施
計
画
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
同
項
㈡
中

「
（
以
下
「
離
島
振
興
地
域
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
「
（
以
下

「
振
興
山
村
地
域
」
と
い
う
。
）
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置

法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
十
五
号
）
」
を
「
、
過
疎
地
域
の
持
続
的

発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
令
和
三
年
法
律
第
十
九

号
）
」
に
改
め
、
「
（
以
下
「
過
疎
地
域
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、

「
の
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
計
画
の
対
象
地
域
（
以
下
「
離
島
振
興

対
策
実
施
地
域
等
」
と
い
う
。
）
水
産
業
強
化
対
策
事
業
計
画
の
対

象
地
域
又
は
施
設
整
備
支
援
事
業
実
施
計
画
の
対
象
地
域
内
の
漁
業

者
」
を
「
に
規
定
す
る
小
笠
原
諸
島
又
は
水
産
業
強
化
支
援
事
業
計

画
の
対
象
地
域
（
以
下
「
離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
等
」
と
い

う
。
）
内
の
漁
業
を
営
む
個
人
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東

京
都
漁
業
近
代
化
資
金
利
子
補
給
規
則
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
利
子
補
給
の
承
認
を
し
た
漁
業
近
代
化
資
金
に
係
る
利
子
補

給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

告

示

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
二
十
八
号

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
五
十
条

の
九
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
東
京
都
市
計
画
事
業
神
宮
前
六
丁
目



令和3年11月1日（月曜日）東 京 都 公 報（第17450号） ２
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た

の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
条
の
八
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

再
開
発
会
社
の
名
称

神
六
再
開
発
株
式
会
社

二

市
街
地
再
開
発
事
業
の
種
類
及
び
名
称

東
京
都
市
計
画
事
業
神
宮
前
六
丁
目
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開

発
事
業

三

事
業
施
行
期
間

平
成
三
十
一
年
二
月
十
五
日
か
ら
令
和
五
年
九
月
三
十
日
ま
で

四

施
行
地
区

渋
谷
区
神
宮
前
六
丁
目
地
内

五

事
務
所
の
所
在
地

渋
谷
区
神
宮
前
六
丁
目
二
十
八
番
四
号

六

施
行
認
可
の
年
月
日

平
成
三
十
一
年
二
月
十
五
日

七

変
更
の
内
容

事
業
施
行
期
間
を
令
和
六
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
延
長
す
る
。

八

事
業
計
画
の
変
更
の
認
可
の
年
月
日

令
和
三
年
十
一
月
一
日

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
二
十
九
号

平
成
二
十
三
年
東
京
都
告
示
第
千
三
十
六
号
（
建
築
計
画
概
要
書

等
閲
覧
場
所
の
設
置
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

「
第
十
一
条
の
四
第
三
項
」
を
「
第
十
一
条
の
三
第
三
項
」
に
改

め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
三
十
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
指
定
し
た
の
で
、

同
法
第
七
十
八
条
第
一
号
及
び
介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一

年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
第
百
三
十
一
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子
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◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
三
十
一
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
十
五
条
の

二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
指
定

し
た
の
で
、
同
法
第
百
十
五
条
の
十
第
一
号
及
び
介
護
保
険
法
施
行

規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
第
百
四
十
条
の
二
十

三
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子
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令和3年11月1日（月曜日）東 京 都 公 報（第17450号） １０

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
三
十
二
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
二
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
京
海
区
（
小
笠
原
地
区
）
に
お
け
る

海
区
漁
場
計
画
を
作
成
し
た
の
で
、
同
法
第
六
十
四
条
第
六
項
の
規

定
に
よ
り
、
漁
業
の
免
許
予
定
日
及
び
申
請
期
間
を
公
示
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

免
許
予
定
日

令
和
四
年
二
月
二
日

二

申
請
期
間

令
和
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
三
十
三
号

東
京
都
港
湾
管
理
条
例
（
平
成
十
六
年
東
京
都
条
例
第
九
十
三

号
）
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
港
湾
施
設
の
規
模
を
次
の
と
お
り
変

更
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

種
類

名
称

規

模

変
更
前

変
更
後

所
在
地

変
更
年

月
日

港
湾

施
設

用
地

中
央
防

波
堤
内

側
地
区

港
湾
施

設
用
地

二
九
〇
、

七
五
八
・

九
九
平
方

メ
ー
ト
ル

二
九
九
、

二
四
二
・

五
一
平
方

メ
ー
ト
ル

江
東
区
海
の

森
一
丁
目
、

海
の
森
二
丁

目
及
び
海
の

森
三
丁
目

令
和
三

年
十
一

月
一
日

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
三
十
四
号

東
京
都
港
湾
管
理
条
例
（
平
成
十
六
年
東
京
都
条
例
第
九
十
三

号
）
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
港
湾
施
設
の
供
用
を
中
止
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

種
類

名
称

規
模

所
在
地

期
間

岸
壁

品
川
ふ

頭
内
貿

岸
壁

一
九
〇
・
八
〇

メ
ー
ト
ル
の
う

ち
九
八
・
五
三

メ
ー
ト
ル

港
区
港
南

五
丁
目

令
和
三
年
十
一
月

一
日
か
ら
令
和
四

年
六
月
三
十
日
ま

で

同
右

同
右

四
七
六
・
一
二

メ
ー
ト
ル
の
う

ち
五
・
二
一
メ

ー
ト
ル

同
右

同
右

告

示
（
公
）

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
３１５号

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
規
則
第
４

条
第
４
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
東
京
都
公
安
委
員
会
が
別
に
定

め
る
方
法
（
令
和
３
年
６
月
１
日
東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
１７０

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
３
年
１１月

１
日

東
京
都
公
安
委
員
会

委
員
長

山
口

徹

本
則
中
「
別
表
の
」
を
「
別
表
第
１
」
に
、
「
に
お
い
て
、
」
を

「
に
お
い
て
は
、
」
に
、
「
方
法
と
す
る
」
を
「
方
法
と
し
、
別
表

第
２
左
欄
に
掲
げ
る
法
令
の
同
表
右
欄
に
掲
げ
る
条
項
に
基
づ
く
申

請
等
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
ワ
ン
タ
イ
ム
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
申
請
者
等

が
受
信
し
、
当
該
ワ
ン
タ
イ
ム
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
用
い
て
申
請
部
分
に
接
続

す
る
方
法
又
は
申
請
等
を
行
う
者
の
携
帯
電
話
番
号
（
電
気
通
信
番

号
規
則
（
令
和
元
年
総
務
省
令
第
４
号
）
に
規
定
す
る
音
声
伝
送
携

帯
電
話
番
号
を
い
う
。
）
に
よ
り
送
受
信
す
る
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー

ジ
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｍ
Ｓ
）
を
用
い
て
当
該
携
帯
電
話
番
号
ご
と
に
異
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な
る
も
の
と
な
る
よ
う
に
有
効
期
限
を
定
め
て
割
り
当
て
ら
れ
る
も

の
（
以
下
「
確
認
コ
ー
ド
」
と
い
う
。
）
を
申
請
者
等
が
受
信
し
、

当
該
確
認
コ
ー
ド
を
用
い
て
申
請
部
分
に
入
力
し
て
接
続
す
る
方
法

と
す
る
」
に
改
め
る
。

別
表
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
（
平
成
３
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
４
号
）
の
項
を
削
り
、

同
表
を
別
表
第
１
と
し
、
同
表
の
次
に
次
の
１
表
を
加
え
る
。

別
表
第
２

法
令

条
項

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
（
平
成
３
年
国
家
公
安
委

員
会
規
則
第
４
号
）

第
１７条

第
１
項

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
３１６号

東
京
都
公
安
委
員
会
、
警
視
総
監
又
は
警
察
署
長
（
以
下
「
公
安

委
員
会
等
」
と
い
う
。
）
の
所
管
す
る
手
続
等
に
関
し
、
東
京
デ
ジ

タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
条
例
（
平
成
１６年

東
京
都
条
例
第
１４７号

。
以
下

「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
６
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
電
子
情
報
処

理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
申
請
等
に
つ
い
て
、
東
京
デ

ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
条
例
施
行
規
則（
令
和
２
年
東
京
都
規
則
第
１４６

号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
４
条
第
１
項
及
び
第
２
項
た
だ

し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
３
年
１１月

１
日

東
京
都
公
安
委
員
会

委
員
長

山
口

徹

１
規
則
第
４
条
第
１
項
に
規
定
す
る
都
の
機
関
等
の
定
め
る
と
こ

ろ
と
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行
う
こ
と
を
い
う
。

⑴
入
力
し
た
事
項
の
確
認
の
た
め
に
特
に
必
要
が
あ
る
と
し
て

公
安
委
員
会
等
か
ら
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
必
要
な
限
度
に
お

い
て
、
申
請
等
を
書
面
等
に
よ
り
行
う
と
き
に
併
せ
て
提
出
す

べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
書
面
等
を
提
出
す
る
こ
と
。

⑵
書
面
等
に
記
載
さ
れ
、
又
は
記
載
す
べ
き
事
項
を
ス
キ
ャ
ナ

（
こ
れ
に
準
ず
る
画
像
読
取
装
置
を
含
む
。
）
に
よ
り
読
み
取

っ
て
で
き
た
電
磁
的
記
録
を
入
力
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
当

該
電
磁
的
記
録
に
当
該
電
磁
的
記
録
を
作
成
し
た
年
月
日
時
を

記
録
す
る
こ
と
。

⑶
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が

困
難
又
は
著
し
く
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
部
分
に
つ
い
て
書
面

等
（
当
該
部
分
に
限
る
。
）
を
提
出
す
る
場
合
は
、
公
安
委
員

会
等
が
指
定
す
る
文
字
、
番
号
、
記
号
そ
の
他
の
符
号
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
。

２
規
則
第
４
条
第
２
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
都
の
機
関
等
の
定

め
る
方
法
と
は
、
別
表
左
欄
に
掲
げ
る
条
例
の
同
表
右
欄
に
掲
げ

る
条
項
に
基
づ
く
申
請
等
に
つ
い
て
次
の
措
置
を
行
う
こ
と
を
い

う
。

⑴
不
特
定
の
者
に
よ
っ
て
受
信
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
電

気
通
信
（
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
５９年

法
律
第
８６号

）
第
２

条
第
１
号
に
規
定
す
る
電
気
通
信
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の

送
信
（
公
衆
に
よ
っ
て
直
接
受
信
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

電
気
通
信
の
送
信
を
除
く
。
）
の
用
に
供
さ
れ
る
電
気
通
信
設

備
の
う
ち
当
該
申
請
等
の
用
に
供
す
る
部
分
（
以
下
「
申
請
部

分
」
と
い
う
。
）
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
い
て
識
別
す
る
こ

と
が
で
き
る
文
字
、
番
号
、
記
号
そ
の
他
の
符
号
で
あ
っ
て
、

申
請
等
を
行
う
者
の
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
特
定
電
子
メ
ー

ル
の
送
信
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
１４年

法
律
第
２６

号
）
第
２
条
第
３
号
に
規
定
す
る
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
い

う
。
）
ご
と
に
異
な
る
も
の
と
な
る
よ
う
に
、
有
効
期
間
を
定

め
て
割
り
当
て
ら
れ
る
も
の
（
以
下
「
ワ
ン
タ
イ
ム
Ｕ
Ｒ
Ｌ
」

と
い
う
。
）
を
申
請
者
等
が
受
信
し
、
当
該
ワ
ン
タ
イ
ム
Ｕ
Ｒ

Ｌ
を
用
い
て
申
請
部
分
に
接
続
す
る
方
法
又
は
申
請
等
を
行
う

者
の
携
帯
電
話
番
号
（
電
気
通
信
番
号
規
則
（
令
和
元
年
総
務

省
令
第
４
号
）
に
規
定
す
る
音
声
伝
送
携
帯
電
話
番
号
を
い

う
。
）
に
よ
り
送
受
信
す
る
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス

（
Ｓ
Ｍ
Ｓ
）
を
用
い
て
当
該
携
帯
電
話
番
号
ご
と
に
異
な
る
も

の
と
な
る
よ
う
に
有
効
期
限
を
定
め
て
割
り
当
て
ら
れ
る
も
の

（
以
下
「
確
認
コ
ー
ド
」
と
い
う
。
）
を
申
請
者
等
が
受
信
し
、

当
該
確
認
コ
ー
ド
を
用
い
て
申
請
部
分
に
入
力
し
て
接
続
す
る

こ
と
。

⑵
氏
名
又
は
名
称
を
入
力
す
る
こ
と
。

別
表

条
例

条
項

東
京
都
デ
ー
ト
ク
ラ
ブ
営
業
等
の

規
制
に
関
す
る
条
例
（
平
成
９
年

東
京
都
条
例
第
６８号

）

第
７
条
第
１
項
及
び
第
２

項
並
び
に
第
１５条

第
１
項

及
び
第
２
項

歓
楽
的
雰
囲
気
を
過
度
に
助
長
す

る
風
俗
案
内
の
防
止
に
関
す
る
条

例
（
平
成
１８年

東
京
都
条
例
第
８５

号
）

第
３
条
第
１
項
及
び
第
２

項

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
端
末
利
用
営
業

の
規
制
に
関
す
る
条
例
（
平
成
２２

年
東
京
都
条
例
第
６４号

）

第
３
条
第
１
項
及
び
第
２

項

特
定
異
性
接
客
営
業
等
の
規
制
に

関
す
る
条
例
（
平
成
２９年

東
京
都

条
例
第
３０号

）

第
６
条
第
１
項
か
ら
第
３

項
ま
で
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規

程
（
水
）

◉
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
十
七
号

東
京
都
水
道
局
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
十
一
月
一
日

東
京
都
水
道
局
長

浜

佳
葉
子

東
京
都
水
道
局
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
水
道
局
財
務
規
程
（
昭
和
三
十
五
年
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
附
属
様
式
目
次
中
「第

３５号
様
式
の
７

水
道
料
金
・
下
水
道
料
金
請
求
書
兼
催
告
書

（
第

３５条
関
係
）

」
を
「第

３５号
様
式
の
７

削
除

」
に
、

「第
３５号

様
式
の
１４

振
替
水
道
料
金
・
下
水

道
料
金
請
求
書
兼
催
告

書

第
３５号

様
式
の
１５

水
道
料
金
・
下
水
道
料

金
請
求
書
兼
催
告
書

第
３５号

様
式
の
１６

水
道
料
金
・
下
水
道
料

金
等
請
求
書
兼
支
払
書

第
３５号

様
式
の
１７

水
道
料
金
等
納
入
通
知

書
兼
納
付
書

（
第
３５条

関
係
）

」
を
「第

３５号
様
式
の
１４か

ら
第
３５号

様
式
の
１７ま

で
削
除

」
に
、
「第

３６号
（
第
３５条

関
係
）

（
第
３５条

関
係
）

（
第
３５条

関
係
）

様
式
の
１２

水
道
料
金
・
下
水
道
料
金
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
専
用
支
払
書

（
第
３６条

関
係
）

」

を
「第

３６号
様
式
の
１２

削
除

」
に
、
「第

３６号
様
式
の
１４

水
道
料
金
・
下
水
道
料
金
お
支
払
の
お

願
い

（
第
３６条

関
係
）

」
を
「第

３６号
様
式
の
１４

削
除

」
に
、

「第
３７号

様
式
の
１６

水
道
料
金

金
口
座
振

ら
せ

第
３７号

様
式
の
１７

及
び
第
３７号

様
式

の
１８

削
除

第
３７号

様
式
の
１９

書
留
領
収

・
下
水
道
料

替
済
の
お
知

（
第
３７条

の
２
関

係
）

」
を
「第

３７号
様
式
の
１６か

ら
第
３７号

様
式
の
１９ま

で
削
除

」
に
、

証
（
第
３９条

関
係
）

「第
３９号

様
式
の
５

還
付
金
振
り
当
て
済
み
の
お
知
ら
せ

（
第
４０条

関
係
）

」
を
「第

３９号
様
式

の
５

還
付
金
振
当
済
み
の
お
知
ら
せ

（
第
４０条

関
係
）

」
に
、
「第

３９号
様
式
の
６

還
付
金
振

り
当
て
等
の
お
知
ら
せ

（
第
４０条

関
係
）

」
を
「第

３９号
様
式
の
６

還
付
金
振
当
等
の
お
知
ら
せ

（
第
４０条

関
係
）

」
に
、
「第

３９号
様
式
の
７

前
受
水
道
料
金
等
振
り
当
て
済
み
の
お
知
ら
せ

（
第
４０条

関
係
）

」
を
「第

３９号
様
式
の
７

前
受
水
道
料
金
等
振
当
済
み
の
お
知
ら
せ

（
第
４０条

関
係
）

」
に
、

「第
３９号

様
式
の
８

現
場
領
収
証
受
払
簿

（
第
３９条

関
係
）

を
「第

３９号
様

第
３９号

様
式
の
９

還
付
金
の
お
知
ら
せ

（
第
４０条

関
係
）

第
３９号

様
式
の
１０

給
水
工
事
費
等
還
付
金

の
お
知
ら
せ

（
第
４０条

関
係
）

第
３９号

様
式
の
１１

還
付
金
振
り
当
て
済
み

の
お
知
ら
せ

（
第
４０条

関
係
）
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第
３９号

様
式
の
１２

還
付
金
振
り
当
て
等
の

お
知
ら
せ

（
第
４０条

関
係
）

第
３９号

様
式
の
１３

前
受
水
道
料
金
等
振
り

当
て
済
み
の
お
知
ら
せ

（
第
４０条

関
係
）

」

式
の
８
か
ら
第
３９号

様
式
の
１３ま

で
削
除

」
に
、

「第
３９号

様
式
の
１６

還
付
金
振
込
済
み
の
お

知
ら
せ

第
３９号

様
式
の
１７

給
水
工
事
費
等
還
付
金

振
込
済
み
の
お
知
ら
せ

（
第
４０条

関
係
）

」
を
「第

３９号
様
式
の
１６及

び
第
３９号

様
式
の
１７

削
除

」
に
改
め
る
。

（
第
４０条

関
係
）

別
記
第
三
十
五
号
様
式
の
二
()表
中
「問

合
せ
先
）

」
を
「お

問
合
せ
先
）

」
に
、
「お

客
様
保
管

用
）

」
を
「お

客
さ
ま
保
管
用
）

」
に
、
「取

扱
営
業
所
）

」
を
「取

扱
部
署
）

」
に
改
め
、
同
様
式

()裏
中
「問

合
せ
先

」
を
「お

問
合
せ
先

」
に
、
「お

支
払
は

」
を
「お

支
払
い
は

」
に
、
「お

支
払
済

み

」
を
「お

支
払
い
済
み

」
に
、

「

」
を

「

」
に
、
「問

合
せ

先

」
を
「お

問
合

せ
先

」
に
改
め
る
。

別
記
第
三
十
五
号
様
式
の
三
()表
中
「取

扱
営
業
所
）

」
を
「取

扱
部
署
）

」
に
、
「お

問
い
合
わ

せ

」
を
「お
問
合
せ

」
に
、
「お

取
扱
い
窓
口

」
を
「取

扱
窓
口

」
に
、
「ご

使
用
月
分

」
を
「御

使

用
月
分

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
中
「ご

注
意

」
を
「御

注
意

」
に
、
「お

取
り
扱
い

」
を

「お
取
扱
い

」
に
、
「最

寄
り
の
水
道
局
営
業
所
に
直
接
お
支
払
い
す
る
か
又
は
現
金
書
留
に
よ
り
ご

送
金
く
だ
さ
い

」
を
「表

記
「
取
扱
部
署
」
に
御
連
絡
く
だ
さ
い

」
に
、
「取

扱
営
業
所

」
を
「取

扱

部
署

」
に
、
「過

不
足
の
な
い
よ
う
ご
送
金
く
だ
さ
い

」
を
「過

不
足
の
な
い
よ
う
御
送
金
く
だ
さ

い

」
に
、
「お

支
払
済

」
を
「お

支
払
い
済
み

」
に
、
「ご

了
承

」
を
「御

了
承

」
に
、
「お

問
い
合

わ
せ

」
を
「お

問
合
せ

」
に
、
「ご

連
絡

」
を
「御

連
絡

」
に
、
「お

取
扱
い
窓
口
〉

」
を
「取

扱
窓

口
〉

」
に
改
め
、
「※

水
道
局
営
業
所

」
を
削
り
、
「ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

」
を
「是

非
御
利
用
く

だ
さ
い

」
に
、
「ご

使
用

」
を
「御

使
用

」
に
、
「ご

持
参

」
を
「御

持
参

」
に
改
め
る
。

別
記
第
三
十
五
号
様
式
の
七
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
３５号

様
式
の
７

削
除

別
記
第
三
十
五
号
様
式
の
八
()表
中
「取

扱
営
業
所
）

」
を
「取

扱
部
署
）

」
に
、

「

」
を
「

」
に
改
め
、

同
様
式
()裏
中
「取

扱
営
業
所

」
を
「取

扱
部
署

」
に
、
「お

支
払
済
み

」
を
「お

支
払
い
済
み

」
に
、

「お
支
払
は

」
を
「お

支
払
い
は

」
に
、



令和3年11月1日（月曜日）東 京 都 公 報（第17450号） １４

「

」
を

「

」
に

改
め
る
。

別
記
第
三
十
五
号
様
式
の
九
()表
中
「取

扱
営
業
所
）

」
を
「取
扱
部
署
）

」
に
、
「お

問
い
合
わ

せ

」
を
「お

問
合
せ

」
に
、
「お

取
扱
い
窓
口

」
を
「取
扱
窓
口

」
に
、
「営

業
所
コ
ー
ド

」
を

「

所
コ
ー
ド

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
中
「お

取
扱
い
窓
口
で

」
を
「取

扱
窓
口
で

」
に
、
「ご

持

参

」
を
「御

持
参

」
に
、
「ご

注
意

」
を
「御
注

意

」
に
、
「お

取
り
扱
い
い
た
し
ま
せ

ん

」
を
「お

取
扱
い
い
た
し
ま
せ
ん

」
に
、
「最
寄
り
の
水
道
局
営
業
所
に
直
接
お
支
払
い
く
だ
さ

い

」
を
「表

記
「
取
扱
部
署
」
に
御
連
絡
く
だ
さ
い

」
に
、
「お

支
払
済

」
を
「お

支
払
い
済
み

」
に
、

「お
問
い
合
わ
せ

」
を
「お

問
合
せ

」
に
、
「取

扱
営
業
所

」
を
「取

扱
部
署

」
に
、
「ご

連
絡

」
を

「御
連
絡

」
に
、
「お

取
扱
い
窓
口
〉

」
を
「取

扱
窓
口
〉

」
に
改
め
、
「※

水
道
局
営
業
所

」
を
削

り
、
「ご

送
金

」
を
「御
送
金

」
に
改
め
る
。

別
記
第
三
十
五
号
様
式
の
十
三
()表
中
「４

」
を
削
り
、

「お客様保管用

を
「お客さま保管用

に
、
「取

扱
営
業
所
）

」

」

」

を
「取

扱
部
署
）

」
に
改
め
、
「東

京
都

水
道
局

」
を
削
り
、
同
様
式
()裏
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



（第17450号）東 京 都 公 報令和3年11月1日（月曜日）１５



令和3年11月1日（月曜日）東 京 都 公 報（第17450号） １６

別
記
第
三
十
五
号
様
式
の
十
四
か
ら
第
三
十
五
号
様
式
の
十
七
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
３５号

様
式
の
１４か

ら
第
３５号

様
式
の
１７ま

で
削
除

別
記
第
三
十
六
号
様
式
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



（第17450号）東 京 都 公 報令和3年11月1日（月曜日）１７



令和3年11月1日（月曜日）東 京 都 公 報（第17450号） １８

別
記
第
三
十
六
号
様
式
の
四
()表
中
「取

扱
営
業
所
）

」
を
「取

扱
部
署
）

」
に
、

「

」
を

「

」
に
、
「お

客
様
保
管

用
）

」
を
「お

客
さ
ま
保
管
用
）

」
に
、
「

」
を

に
改
め
、
同
様
式
()裏
中
「取

扱
営
業
所

」
を
「取

扱
部
署

」
に
、

「

」

「手
形
等
に
よ
る
お
支
払

」
を
「手

形
等
に
よ
る
お
支
払
い

」
に
、
「お

支
払
済
み

」
を
「お

支
払
い

済
み

」
に
、

「

」
を

「

」
に
、

「お
客
様

」
を
「お

客
さ
ま

」
に
、
「お

支
払
と

」
を
「お

支
払
い
と

」
に
改
め
る
。

別
記
第
三
十
六
号
様
式
の
六
()表
中

「（
お
問
合
せ
先
）

を

取
り
ま
と
め
店

」

「（
お
問
合
せ
先
）

に
、

取
り
ま
と
め
店

」

「取
扱
営
業
所
）

」
を
「取

扱
部
署
）

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



（第17450号）東 京 都 公 報令和3年11月1日（月曜日）１９



令和3年11月1日（月曜日）東 京 都 公 報（第17450号） ２０

別
記
第
三
十
六
号
様
式
の
七
()表
中
「ご

使
用
月
分

」
を
「御

使
用
月
分

」
に
、

「備考

」
を

「（
取
扱
部
署
）

」
に

備考

改
め
、
同
様
式
()裏
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



（第17450号）東 京 都 公 報令和3年11月1日（月曜日）２１



令和3年11月1日（月曜日）東 京 都 公 報（第17450号） ２２

別
記
第
三
十
六
号
様
式
の
八
()表
中
「ご

使
用
期
間

」
を
「御

使
用
期
間

」
に
、
「ご

使
用
月
分

」
を

「御
使
用
月
分

」
に
、
「取

扱
営
業
所
）

」
を
「取

扱
部
署
）

」
に
、
「お

問
い
合
わ
せ
先

」
を
「お

問
合
せ
先

」
に
、
「ご

覧
く
だ
さ
い

」
を
「御

覧
く
だ
さ
い

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。



（第17450号）東 京 都 公 報令和3年11月1日（月曜日）２３

別
記
第
三
十
六
号
様
式
の
九
()表
中
「お

取
扱
い
窓
口

」
を
「取

扱
窓
口

」
に
、
「（

取
扱
営
業
所
）

区

東
京
都
水
道
局

営
業
所

」
を
「（

取
扱
部
署
）
東
京
都
水
道
局

丁
目

番
号

電
話
（

丁
目

番
号

電
話
（

）

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

）



令和3年11月1日（月曜日）東 京 都 公 報（第17450号） ２４

別
記
第
三
十
六
号
様
式
の
十
()表
中
「お

取
扱
い
窓
口

」
を
「取

扱
窓
口

」
に
、
「（

取
扱
営
業
所
）

区

東
京
都
水
道
局

営
業
所

」
を
「（

取
扱
部
署
）
東
京
都
水
道
局

丁
目

番
号

電
話
（

丁
目

番
号

電
話
（

）

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

）



（第17450号）東 京 都 公 報令和3年11月1日（月曜日）２５

別
記
第
三
十
六
号
様
式
の
十
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



令和3年11月1日（月曜日）東 京 都 公 報（第17450号） ２６



（第17450号）東 京 都 公 報令和3年11月1日（月曜日）２７

別
記
第
三
十
六
号
様
式
の
十
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
３６号

様
式
の
１２

削
除

別
記
第
三
十
六
号
様
式
の
十
三
中
「取

扱
営
業
所
）

」
を
「取

扱
部
署
）

」
に
改
め
、
「００１６０―３―

９６００３８

」
を
削
り
、
「お

支
払

」
を
「お

支
払
い

」
に
、
「問

合
せ
先
）

」
を
「お

問
合
せ
先
）

」
に

改
め
、
「お

客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

０３―５３２６―１１０１

」
及
び
「〒

３３０―９７９４
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
東
京
貯
金

事
務
セ
ン
タ
ー

」
を
削
る
。

別
記
第
三
十
六
号
様
式
の
十
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
３６号

様
式
の
１４

削
除

別
記
第
三
十
七
号
様
式
中
「取

扱
営
業
所
）

」
を
「取

扱
部
署
）

」
に
、
「お

問
い
合
わ
せ
先

」
を

「お
問
合
せ
先

」
に
、
「ご

覧
く
だ
さ
い

」
を
「御

覧
く
だ
さ
い

」
に
、
「ご

通
知

」
を
「お

知
ら

せ

」
に
、
「は

が
し
て
く
だ
さ
い

」
を
「開

い
て
く
だ
さ
い

」
に
、

「

お
問
い
合
わ
せ
の
際
に
は
、

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

「
水
道
・
下
水
道
料
金
の
口

せ
」
は
領
収
証
書
に
代
わ
る
も

「
お
客
さ
ま
番
号
」

座
振
替
済
の
お
知
ら

の
で
す
。

」
を

「◎
「
水
道
・
下
水
道
料
金
口
座
振
替
済
の
お
知
ら
せ
」

は
領
収
証
書
に
代
わ
る
も
の
で
す
。

◎
お
問
合
せ
の
際
に
は
、
「
お
客
さ
ま
番
号
」
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
」

に
、
「ご

使
用

量

」
を
「御

使
用
量

」
に
、
「ご

使
用
月
分

」
を
「御

使
用
月
分

」
に
、
「ご

使
用
期
間
料
金

」
を

「御
使
用
期
間
料
金

」
に
、

「

振
当
て
金
額

」
を

計

「

振
当
て
金
額

」
に
改
め
る
。

計

別
記
第
三
十
七
号
様
式
の
十
五
中
「東

京

中
央
局

」
を
削
り
、
「取

扱
営
業
所
）

」
を
「取

扱
部
署
）

」

に
、
「ご

通
知

」
を
「お

知
ら
せ

」
に
、
「は

が
し
て
く
だ
さ
い

」
を
「開

い
て
く
だ
さ
い

」
に
、

「お
問
い
合
わ
せ

」
を
「お

問
合
せ

」
に
、
「取

扱
営
業
所
」

」
を
「取

扱
部
署
」

」
に
、
「ご

連

絡

」
を
「御

連
絡

」
に
、
「ご

使
用
月
分

」
を
「御

使
用
月
分

」
に
、
「水

道
ご
使
用
場
所

」
を
「水

道
御
使
用
場
所

」
に
改
め
る
。

別
記
第
三
十
七
号
様
式
の
十
六
か
ら
第
三
十
七
号
様
式
の
十
九
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
３７号

様
式
の
１６か

ら
第
３７号

様
式
の
１９ま

で
削
除

別
記
第
三
十
九
号
様
式
の
三
及
び
第
三
十
九
号
様
式
の
四
中
「取

扱
営
業
所
）

」
を
「取

扱
部

署
）

」
に
、
「問

合
せ
先
〉

」
を
「お

問
合
せ
先
〉

」
に
改
め
る
。

別
記
第
三
十
九
号
様
式
の
五
中
「取

扱
営
業
所
）

」
を
「取

扱
部
署
）

」
に
、
「振

り
当
て
済
み

」

を
「振

当
済
み

」
に
、
「問

合
せ
先
〉

」
を
「お

問
合
せ
先
〉

」
に
改
め
る
。

別
記
第
三
十
九
号
様
式
の
六
中
「取

扱
営
業
所
）

」
を
「取

扱
部
署
）

」
に
、
「振

り
当
て
等

」
を

「振
当
等

」
に
、
「取

扱
営
業
所
に

」
を
「取

扱
部
署
に

」
に
改
め
る
。

別
記
第
三
十
九
号
様
式
の
七
中
「取

扱
営
業
所
）

」
を
「取

扱
部
署
）

」
に
、
「振

り
当
て
済
み

」

を
「振

当
済
み

」
に
、
「取

扱
営
業
所
に

」
を
「取

扱
部
署
に

」
に
改
め
る
。

別
記
第
三
十
九
号
様
式
の
八
か
ら
第
三
十
九
号
様
式
の
十
三
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
３９号

様
式
の
８
か
ら
第
３９号

様
式
の
１３ま

で
削
除

別
記
第
三
十
九
号
様
式
の
十
四
及
び
第
三
十
九
号
様
式
の
十
五
中
「取

扱
営
業
所
）

」
を
「取

扱
部

署
）

」
に
、
「問

合
せ
先
〉

」
を
「お

問
合
せ
先
〉

」
に
改
め
る
。

別
記
第
三
十
九
号
様
式
の
十
六
及
び
第
三
十
九
号
様
式
の
十
七
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
３９号

様
式
の
１６及

び
第
３９号

様
式
の
１７

削
除

別
記
第
四
十
一
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



令和3年11月1日（月曜日）東 京 都 公 報（第17450号） ２８



（第17450号）東 京 都 公 報令和3年11月1日（月曜日）２９

別
記
第
四
十
一
号
様
式
の
三
（
そ
の
一
）
中
「

多
摩
水
道
事
業
分

」
を

削
り
、
同
様
式
（
そ
の
二
）
中
「

カ
ー
ド
コ
ー
ド

」
を
「

デ
ー
タ
種
別

」
に
改
め
、

N
５

０
０

S
５

０
０

「多
摩

水
道

事
業

分

」
を
削
り
、
同
様
式
（
そ
の
三
）
中

「多
摩

水
道

事
業

分

」
を
「

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
程
は
、
令
和
四
年
一
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
水
道
局
財
務
規
程
の
様
式
（
こ
の

規
程
に
よ
り
改
正
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
な
お
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

告

示
（
水
）

◉
東
京
都
水
道
局
告
示
第
七
号

東
京
都
水
道
局
公
金
の
徴
収
事
務
の
委
託
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
年
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第

四
十
三
号
）
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
使
用
水
量
の
計
量
業
務
を
次
の
と
お
り
委
託
し
た
の
で
、
同

規
程
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
一
日

東
京
都
水
道
局
長

浜

佳
葉
子

一

委
託
期
間

令
和
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

二

委
託
し
た
相
手
方

受

託

者

名

所

在

地

東
京
都
市
サ
ー
ビ
ス
株
式
会

社

中
央
区
晴
海
一
丁
目
八
番
十
一
号



令和3年11月1日（月曜日）東 京 都 公 報（第17450号） ３０

公

告

土
地
区
画
整
理
事
業
の
清
算
金
等
金
額
通
知
書
の
送

付
に
代
え
る
公
告
に
つ
い
て

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
百
十

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
東
京
都
市
計
画
事
業
有
明
北
土
地
区
画
整

理
事
業
の
左
記
の
者
に
対
す
る
清
算
金
等
金
額
通
知
書
は
、
送
付
す

べ
き
場
所
を
確
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
同
法
第
百
三
十
三

条
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
十
七
条

第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
通
知
書
の
送
付
に
代
え
て
次
の
と
お

り
公
告
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
一
日

東
京
都
市
計
画
事
業
有
明
北
土
地
区
画
整
理
事
業

施
行
者

東
京
都

代
表
者

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

氏

名

判
明
し
て
い
る
最
後
の
住
所

李
石

東
京
都
江
東
区
有
明
一
丁
目
二
番
一
一－

九
一
四
号

李
王
欣

東
京
都
江
東
区
有
明
一
丁
目
二
番
一
一－

九
一
四
号

大
野
祐
一

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
国
ラ
ゴ
ス
州
イ
コ
イ
グ
ロ
ー
バ
ー
ロ

ー
ド
二
八
Ｃ

呉
陽

中
華
人
民
共
和
国
上
海
市
松
江
区
梅
家
浜
路
一
五
〇

八
弄
二
〇
号
三
〇
一
室

楊
浩

東
京
都
江
東
区
有
明
一
丁
目
二
番
一
一－

一
八
一
〇

号

裘
暁
蘭

東
京
都
江
東
区
有
明
一
丁
目
二
番
一
一－

一
八
一
〇

号

大
崎
裕
治

東
京
都
江
東
区
有
明
一
丁
目
二
番
一
一－

一
九
〇
六

号

鈴
木
真
理
恵

東
京
都
中
央
区
佃
二
丁
目
二
番
八－

三
〇
四
号

長
部
恒
夫

オ
ラ
ン
ダ
王
国
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
ク
ロ
ー
ツ
ヴ
ァ

イ
コ
フ
一
〇
五

濵
田
孝
之

東
京
都
江
東
区
有
明
一
丁
目
二
番
一
一－

二
六
〇
七

号

藤
原
篤
志

東
京
都
江
東
区
有
明
一
丁
目
五
番
二－

三
一
一
号

福
崎
俊
章

東
京
都
江
東
区
有
明
一
丁
目
五
番
二－

六
〇
六
号

謝
卓
鵬

中
華
人
民
共
和
国
深
圳
市
福
田
区
福
華
一
路
六
号
免

税
商
務
ビ
ル
一
四
〇
三

シ
ョ
ウ
・
ウ

シ
ン

中
華
人
民
共
和
国
香
港
特
別
行
政
区
ワ
ン
チ
ャ
イ
、

ス
タ
ー
通
り
九
、
ス
タ
ー
ク
レ
ス
ト
、
タ
ワ
ー
二
、

二
八
階
フ
ラ
ッ
ト
Ｆ

劉
洋

東
京
都
品
川
区
北
品
川
三
丁
目
一
一
番
一
三－

三
六

〇
五
号

胡
文
豪

東
京
都
江
東
区
有
明
一
丁
目
五
番
二－

一
九
一
八
号

孫
碧
波

中
華
人
民
共
和
国
北
京
市
海
淀
区
学
院
路
三
七
号
三

三
棟
一
〇
一
室

チ
ュ
オ
ン
・

テ
ィ
・
ク
イ

ン
・
ト
ゥ
ー

ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
、
ハ
ノ
イ
、
タ
イ
ホ
ー

・
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
、
ト
ゥ
イ
ク
エ
一
五
一
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
・
ウ
ェ
ス
ト
レ
イ
ク
、
ヴ
ィ
ラ
七

リ
ジ
ェ
ン
ト

合
同
会
社

福
島
県
白
河
市
新
白
河
二
丁
目
四
六
番
二
号

デ
ィ
ビ
ッ
ド

・
ガ
ー
ド
ナ

ー

中
華
人
民
共
和
国
香
港
特
別
行
政
区
ア
イ
ラ
ン
ド
サ

ウ
ス
、
ベ
ル
エ
ア
ー
ピ
ー
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
八
、
フ
ェ

イ
ス
六
、
ベ
ル
エ
ア
ー
ナ
ン
バ
ー
八
、
タ
ワ
ー
八
Ｂ
、

二
一
フ
ロ
ア
、
フ
ラ
ッ
ト
Ａ

黒
田
陽
子

中
華
人
民
共
和
国
香
港
特
別
行
政
区
ア
イ
ラ
ン
ド
サ

ウ
ス
、
ベ
ル
エ
ア
ー
ピ
ー
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
八
、
フ
ェ

イ
ス
六
、
ベ
ル
エ
ア
ー
ナ
ン
バ
ー
八
、
タ
ワ
ー
八
Ｂ
、

二
一
フ
ロ
ア
、
フ
ラ
ッ
ト
Ａ

中
村
千
津
穂

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
上
広
谷
七
七
七
番
地
一
六

真
壁
孝

東
京
都
江
東
区
有
明
一
丁
目
四
番
二
〇－

一
一
〇
一

号

大
屋
正
彦

東
京
都
江
東
区
有
明
一
丁
目
四
番
二
〇－
一
七
三
〇

号

ロ
ウ
ゲ
ク
ハ

イ

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
ル
ク
ス
ス
丘
大
通
り
一
一
七

怡
君

東
京
都
江
東
区
有
明
一
丁
目
四
番
二
〇－

二
〇
三
三

号

張
丹
霞

東
京
都
江
東
区
有
明
一
丁
目
四
番
二
〇－

二
〇
三
三

号

郭
曇
飛

中
華
人
民
共
和
国
黒
龍
省
大
慶
市
龍
鳳
区

里
屯
大

街
五
七
号
一
門
四
〇
二
室

土
地
区
画
整
理
事
業
の
清
算
金
等
金
額
通
知
書
の
送

付
に
代
え
る
公
告
に
つ
い
て

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
百
十

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
東
京
都
市
計
画
事
業
瑞
江
駅
西
部
土
地
区

画
整
理
事
業
の
左
記
の
者
に
対
す
る
清
算
金
等
金
額
通
知
書
は
、
送

付
す
べ
き
場
所
を
確
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
同
法
第
百
三

十
三
条
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
十

七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
通
知
書
の
送
付
に
代
え
て
次
の

と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
一
日

東
京
都
市
計
画
事
業
瑞
江
駅
西
部
土
地
区
画
整
理
事
業

施
行
者

東
京
都

代
表
者

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

氏

名

判
明
し
て
い
る
最
後
の
住
所

木
口
照
正

東
京
都
江
戸
川
区
西
瑞
江
二
丁
目
二
六
番
地
一
九

株
式
会
社
フ

ク
ケ
ン

千
葉
県
千
葉
市
花
見
川
区
幕
張
町
二
丁
目
二
七
八
三

番
地
一

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
変
更
の
届
出
に

つ
い
て
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大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
大
規
模
小
売
店

舗
の
変
更
に
つ
い
て
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
し
、

そ
の
届
出
及
び
添
付
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
を
述
べ
よ
う

と
す
る
者
は
、
意
見
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面
に
「
㈠
氏
名
（
団
体

に
あ
っ
て
は
団
体
名
及
び
そ
の
代
表
者
の
氏
名
）
㈡
住
所
（
団
体
に

あ
っ
て
は
所
在
地
）
㈢
意
見
を
述
べ
る
理
由
」
を
記
載
し
た
書
面
を

添
え
て
、
令
和
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
四
月
以
内
に
東
京
都
産
業
労

働
局
商
工
部
地
域
産
業
振
興
課
（
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一

号
）
に
到
着
す
る
よ
う
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
三
年
十
一
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

店
舗
名

ク
ア
リ
ゾ
ー
ト
平
和
島

二

店
舗
所
在
地

大
田
区
平
和
島
一
丁
目
一
番
一
号

三

設
置
者
名

京
急
開
発
株
式
会
社

四

設
置
者
住
所

大
田
区
平
和
島
一
丁
目
一
番
一
号

五

変
更
前
の
設
置
者
の

代
表
者
名

小
倉

俊
幸

六

変
更
後
の
設
置
者
の

代
表
者
名

渡
辺

静
義

七

変
更
日

令
和
三
年
六
月
二
十
九
日

八

届
出
日

令
和
三
年
十
月
十
一
日

九

縦
覧
場
所

東
京
都
産
業
労
働
局
商
工
部
地
域
産
業

振
興
課
（
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番

一
号
）

十

縦
覧
期
間

令
和
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
四
年

三
月
一
日
ま
で
。
た
だ
し
、
東
京
都
の

休
日
に
関
す
る
条
例
（
平
成
元
年
東
京

都
条
例
第
十
号
）
に
定
め
る
休
日
を
除

く
。

十
一

縦
覧
時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十

分
ま
で
。
た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後
一

時
ま
で
を
除
く
。

一

店
舗
名

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
稲
城
長
沼

二

店
舗
所
在
地

稲
城
市
東
長
沼
千
二
百
五
十
四
番
一
ほ

か

三

設
置
者
名

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
株
式
会
社

四

設
置
者
住
所

千
葉
県
千
葉
市
美
浜
区
中
瀬
一
丁
目
五

番
地
一

五

変
更
前
の
店
舗
名

（
仮
称
）
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
稲
城

六

変
更
後
の
店
舗
名

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
稲
城
長
沼

七

変
更
前
の
小
売
業
者

の
氏
名
又
は
名
称

イ
オ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
株
式
会
社
ほ
か
未

定

八

変
更
後
の
小
売
業
者

の
氏
名
又
は
名
称

イ
オ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
株
式
会
社
ほ
か
二

名

九

変
更
日

令
和
元
年
十
二
月
十
日
ほ
か

十

届
出
日

令
和
三
年
十
月
二
十
日

十
一

縦
覧
場
所

東
京
都
産
業
労
働
局
商
工
部
地
域
産
業

振
興
課
（
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番

一
号
）

十
二

縦
覧
期
間

令
和
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
四
年

三
月
一
日
ま
で
。
た
だ
し
、
東
京
都
の

休
日
に
関
す
る
条
例
（
平
成
元
年
東
京

都
条
例
第
十
号
）
に
定
め
る
休
日
を
除

く
。

十
三

縦
覧
時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十

分
ま
で
。
た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後
一

時
ま
で
を
除
く
。

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
東
京
都
の
意
見

の
概
要
に
つ
い
て

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八

条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
東
京
都
の
意
見
に
つ
い
て
、
同
条
第
六
項

の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
概
要
を
公
告
し
、
当
該
意
見
を
縦
覧
に

供
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

店
舗
名
、
店
舗
所
在
地
及
び
設
置
者
名

㈠
ア

店
舗
名

（
仮
称
）
葛
飾
区
亀
有
五
丁
目
案
件

イ

店
舗
所
在
地

葛
飾
区
亀
有
五
丁
目
二
百
三
十
九
番
一
ほ

か

ウ

設
置
者
名

東
京
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
株
式
会
社

㈡
ア

店
舗
名

ヨ
ド
バ
シ
西
新
宿
Ｍ
Ｙ
ビ
ル

イ

店
舗
所
在
地

新
宿
区
西
新
宿
一
丁
目
十
番
一
号

ウ

設
置
者
名

株
式
会
社
ヨ
ド
バ
シ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

㈢
ア

店
舗
名

恵
比
寿
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス

イ

店
舗
所
在
地

渋
谷
区
恵
比
寿
四
丁
目
二
十
番
七
号
ほ
か

ウ

設
置
者
名

サ
ッ
ポ
ロ
不
動
産
開
発
株
式
会
社
ほ
か
一

名

二

東
京
都
の
意
見
の
概
要

ア

概
要

一
㈠
か
ら
㈢
ま
で
の
店
舗
に
係
る
届
出
に

つ
い
て
は
、
区
市
等
の
意
見
に
配
意
す
る

と
と
も
に
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
四

条
に
基
づ
く
指
針
を
勘
案
し
、
総
合
的
に

判
断
し
て
、
意
見
な
し
と
す
る
。

イ

意
見
の
通
知
日

令
和
三
年
十
月
十
五
日

三

縦
覧
場
所

東
京
都
産
業
労
働
局
商
工
部
地
域
産
業
振

興
課
（
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一

号
）
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四

縦
覧
期
間

令
和
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月

一
日
ま
で
。
た
だ
し
、
東
京
都
の
休
日
に

関
す
る
条
例
（
平
成
元
年
東
京
都
条
例
第

十
号
）
に
定
め
る
休
日
を
除
く
。

五

縦
覧
時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分

ま
で
。
た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま

で
を
除
く
。

雑

報
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